
農商工連携のポイントを探る

とすけんじ                        Ⅲ

1954年福岡県の農家に生まれる。73年早稲田大学南学部卒業 味 の素伸入社。90年に同社を

退社し 経 営コンサルタントとして活動を開始。中小企業診断士。2000年に食と農をマーケ

ティングする脚キースタンフを設立し と くに農水産業と小規模商工業の経営支援に力をとい

でぃる。
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摩 はじめに

十数年前まで ど このlL蚊にも小規模を小売Piや

食品メーカー 飲 食店 旅 館などが多敗あったを し

かし大規模小売店舗法の規制緩和が進んだ1990午

代以降は 大キⅢ店の進‖1が加速し 小川憤な商業者の

多くが側此 廃 業の危機にlrmiするようになった.

小さな食品メーカーも大本ツはか展,Hするチェーン

オペレーションで本部指定業持になれすに多くが次

を消していった=そ の結果 例 えば商店14Tがシャ′

ター通りと化すなど 今 やlL取のみはすっかり様変

わりしているⅢ

かつては 「地域虐産物を地l」Lで加 liしてナし城で

販売するJの が当たり,1だった し かし 今 の食品

流通にはそうした観点やしくみはない―大型席の台

亨1とともに すし取の小売lrゃ食hi加 :メーカーは消

火し、そのしくみもl li腹してしまったのである.この

ままでは 地 域の〕し1せ沈下はますます進んでいくt

では lL蚊活性化はどうすればできるのか 各えの

つは 地 政山で 「催林水産業 (第 1攻に拷)!と

「製造業 を 1投米 (第2次産業)Jと 「小た米 サ ー

ビス業 ll rt米 位 比業等 (第3次 ll米)Jと が子

を組んで″米い1連枕する 「模由 に述批Jで ある=

これにより′Iいのビジネスが強化され魅ブJが増す〔

また連推することによって地jtlk山ヽやキヘの波及効果

が大きくなる な により 先 に述べたような地l・k内に

おけるキヽ折llr坤のしくみを打hll染できる .,い 換え

ると、世ll ill批は 前 IE業者と腔木,【来拷が産業

‖1逆携することで 彼 らの経常がFJ,す るのはもち

ろん 地 成rrl■化の役に立つものなのである

そういったことを十景に2008年に 「催品 にや連trf
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促進法」が施行され 地 域経済活性化のための支援

策が打ち‖は れた。そこで本論では、最近注目され

ている段Ft r迎拙について紹介したい。以 下では

商工栄を 捜 業者の順に連携の意表やメリットを

詳しくみていく。そのうえで 具 体例を交えながら

農商工述批促進のための課題や成功のポイントに

ついて検討する」

■ 商工来書からみた連携の意韓

m)食 品メーカー

地元の性家で′LLTされた食材で 加 r食品やお菓

rなどを開発 製 造すればオリジナル性が高くなり、

大手メーカーの商品とと別化できる。うまくプラン

ド化を図り 消 FI古がlL城産原料の価値を評価して

くれれば、より4rくHk売することも可能になるこ

ただ 陛 椛物はそのまま原料として使用できるわ

けではない "tX+規 格に合わせて 1次 加工 (「7tt

理)を する来拷 し くみが必要である.と ころが

価格が7fい外IJ llの野菜や食材を求めた大手食品

メーカーは1対外で 1次加工まできれた原料を使用し

ており、十H内の 1次加工業者はほとんど消滅してし

まったのが現】木である。そのため 農 商工連携をlr

進するには 1攻 加 rするビジネスが必要となる。

こういったすきい|に着口すれば 原 料加エメーカー

にもビジネスチャンスが生まれてくる。

(2)小 売店 ・飲食店

小北liや食品スーバーは通常 市 場や仲llを通し

て食材を11人れるぅ農南工逆携を行えば農産物をlL

元JA(懐 協)や 催業■確法人あるいは農家から直

接IL入れられる。そうすれば 新 鮮で 品 質の高い

jL蚊農雌物を販売することができる.商 品が評十りに

なれば、よく売れてrll転ガ速まり、一層鮮皮のよい

農た物が来まるといった好術環も期待できる.「1文

稚期の 十li」や 「朝採り野菜のttR売Jと いった販売

促進 (プロモーション)策 を打ち出せば、より大き

な成果が'31件できる。

また rtの安全に対する不安が強まる昨今 「■荘

持の顔のみえるBR売」「栽培履歴の公開Jが重要視さ

れるようになった。地域内の農家が生産した農産物

を lt売できるのは小規模な小売店にとって、大きな

なみになるぅなぜなら 同  規 格の農産物を大量に

加える必要がある大14店には、こういった地元密音

のオペレーションは雑しいからである。

飲食liの場合も同様に、産地や生産者名をメニュー

衣にPiくことで 来 店客に安全 安 心を提供するこ

とができる ナしの利を活かして毎日仕入れるように

すれば、旭rHlなrF庫の必要がなくなる。そうすれば

新鮮なrt材を和1用できるのに加え、ロスが少なくなっ

て利tt平も向 Lする。

ナし城のrt水雄物を使用することで地元の農家や漁

師とのつながりが沫まれば さ まざまな情報が入る

ようになるだろう.そこから lmlぇば伝統料理や地元

十ヽF口をヒントにした制作メニューを開発することも

口「位となる 口 Siわりや季節限定といった料理を提

供し、飽きのこないメニューを作成すれば、リピー

ターの地作にもつながるはずだぅ

(3)商店街

腱ll物|に売所の設置などによる、空き店舗対策が

代去lvHlであろう。健商 に連携をすることで農家グルー

ブや′L昨‖ill和!合との関係ができ、出産物直売所の

設■が共体化しやすくなる。

ただし 商 店街内に青栄店と農産物直売所が併存

するといったケースも想定される。そうした場合

性に物高た所は地域で採れる新鮮な野業の販売に

1↓化し、rテ果は 食 品スーパーは豊富な種類の野菜

を加えるといった r夫が有効となる.農 旅物直売所

の“llrtとrrttll 食品スーバーの品揃えという相乗

rlJ米を11精せば共存共栄も十分に可能であり 商 店

街の活|卜化に大いに寄与する。
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(4)農 業へのな入

近年 建 設米岳のアグリビジネス参人に代表され

るように異業純からの農業参人がた日されている。

それに伴って株式会社や常利法人の農lLリース方式

による農業参人に関する法枠備も急が,Lている。そ

こでやや観点を変えて 商 r業 建 設米の性業参入

時における迎批の意義も挙げておく。

191えば24r設業者の場合 性 米参入のお注人の|1的は

従業員の雇Ftlrl保であろうhそ のためJillrlLの高い

施設農業に参入する傾向が強く 高 aHの投資が必要

になることから 本 業とはりり離した段業1こと法人

を設立するケースが多いJも っとも そ のf 立々には、

構成員や業務批イr役員などに関する要件を満たす必

要があるcま た、農業の収?t Miは決してrjくはなく、

史業種から参大してもなかなか成果が 上がらないと

いったことも多い.そ の■、模商工連れを行えば

は紫生産法人設立の要件をクリアしやすくなった

り 専門的な,☆ナヤ1支術を得てリスクを減らせたりと

さまざまなメリタトを得られる!

口 農業者からみた連携のな強

わが国の農控政策の柱は 1つある. つ は 「経営

の大規模化」であり も う つ は 「農業の第 6次 Pr

業化Jで ある.第 6次 産業化とは、農家が'1分で生

佐した農産物 (第 1次 え控)を  自 分で加1■して

(第2次 産業)山 ケでlrt売する (第3次 ll来)と い

うことで、「1■ 2+3J「 1× 2× 3Jの いずれも

6に なるので第6次 産業化と‖予ばれている

農業の第 6次 に業化は、小規模客細i挫家や兼業農

家向けの政策として 少 なからず成果があった。道

の駅 直 売所に虐家のⅢl採リツr業や手づくり加工品

が3,ぶようになり 農 家は5t金収入の近がlliけたt

最近は、スローフード人生(の高まりから 挫 家レス

トランも道の駅内に多く,せ受けられるようになって

ヽヽる.

しかし l.E家が第6水 lll業化を実現しようとする

と、模椛物の 「生産 加 1: 販売Jを すべて自前で

子かけなければならない ,(紫 農家がrlの丈に合っ

たサイズでⅢ業を展,‖している場合はよいが ビ ジ

ネスを大きくしようとすれば 原 料や☆●の調達、

加工所や従来員の怖1栄など き ま ざまな経営問題

に直商する こ の場合、理進ノウハウをもつ食品

の加エメーカーや飲食米キ も しくはlk先ノウハウ

をもつ前莱怖と連携した方が課題の解決は容易に

なリ ビ ジネスをllt大させやすくなる

人材miでの課題を抱える農業者のⅢ例を一つ紹介

しよう!

鳥取いti桁町にトマトは家のお母さんグループが

経営している日高トマト加|工(的という企業がある.

同南‖「はトマト栽培の林んな口「であり 約 7ヘ ク

タールの捜ナしに年間500ト ンほどの トマトを上耕

歳培している。おもな11‖Ⅲlは 「lVL太郎Jで ある。

日前 トマト加工株|では 規 格外品を和1用して約20

トンの トマトジュースやトマトピューレを製造して

いる.こ れらの商品は 隣 接する鳥根,1内にあるri

貨店の人夕(加[特産‖1になっている lll太郎はヨ秋

トマトなので8月から収rtが始まるが そ のころに

なるとトマト農家のおけさんは早411から午,1中の出|

はトマ トを収権じ 午 後は加 に所でトマトジュース

やケチャッブなどを製造する.

この加 11所には冷',設f品がなく 史 班は室内亨立度

が40度を,ヒえる.片 方の金ではトマトジュースがぐ
|ら
ぐらとヤ立ち、もう,1方では容器のビンを高温で

縦菌するという過町な州晩のなかで作業をしなけれ

ばならない

それでもおけさん造は 「火と高舟i水末気のせい

でやけどの打(ばかりJと 笑っているが、その多くは

的にを過ぎておリ メ ンバーが高常1化するなかで作紫

をいつまで続けられるかという不安も抱えている.

程家でなくてもよいから‖「の住民でrrと農に関心の

あるイヤい人が‖1間に入ってほしいといった話がよく
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出る。加えて、食品メーカーのアドバイスや支援力1

あれば、やけどを防ぐ、あるいは重いものを運ばず

にすむ生産体制を構築できるかもしれない。さらに

商業者が商品を売ってくれれば、販売額の増加も見

込める。今後の課題は、町内の食品メーカーや商業

者と連携して、事業を農家のお母さん達の 「仲良し

作業」から「地域の食と農ビジネスJへ と変身させ、

継続発展の道筋をつくることである。

この事例は、裏を返せば、地域の商工業者が農商

工連携に挑む際の着眼点を示したものでもある。実

は地域には、こういった農商工連携で大きく花開き

そうなビジネスが埋もれている。中小企業の経営者

には、足元を見回し、農商工連携の種を探すことを

おすすめしたい。

■二つの成功飼

ここまでみてきたように、農商工が連携すれば、

それぞれにさまざまなメリットが生まれる。ただし

事業内容、さらには産業も異なる者同十が手を組む

ような場合、どのように協力者を募り、取り組みを

進めていけばよいのかわからないという問題もあろ

う。そこで以下では 農 商工連携によって成功を収

めている二つの事例を紹介したい。

農南工連携で蘇つた商店街

まず、中心市街地の空き店舗に直売所を設置した

例である。今でこそ商店街が経営する農産物直売所

はいくつもみられるようになったが、以前は珍しく、

わが国の農商工連機のはじりとなった事例である。

98年12月に神奈川県川崎市と千葉県木更津市を結

ぶアクアラインが開通した。この影響から、木更津

市では商業購買が部内や神奈川県に流出し、木更津

そごうが21XXl年7月に倒産 前 後して大手スーバー

のダイエー、西友が撒退してしまった。中心市街地

の商業機能が著しく低下するなか、本町商店街振興

協同組合の梶純遣理事長 (故人)は 、近隣住民の生

活の不便を解消するために、商店街の予算で空き店

鮒を利用した農産物直売所 「ふれあいプラザ本町」

の設置を計画。2002年 3月 に空き店舗を取得し、

ゴールデンウィークに実験店をオープンさせた。

直売所の運営には、当然農産物を出荷してくれる

爆家の協力が必要である。そこでJA木更津市に話を

もちかけ、農家に声をかけてもらい農産物を揃えた。

実験店での売れ行きが好調であったため、10月に本

格オープンすることになり、今度は出荷者を公募する

こととした。その後、農家だけでなく、弁当や惣菜と

いった加工食品メーカーなどにも呼びかけ、当初は

40ほどだった出荷者が現在は約300に まで増えて

日南 トマト加工陶の トマ トジュース 農lE物直売所 「ふれあいプラザ本町」
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いる。創業から7年 、経営は順調で年商は約8,000万

円に上り、さらに伸びているとのことである。

共存共策を遂げた朝市グループと料理人協会

次に、200_2年4月 から始まっている農家の朝市グ

ループ 「金の鈴まごころ会Jと 「北アルプス料理人

協会 (司厨士会)Jと の連携事例を紹介したい。

かねてより長野県池田町では ハ ーブによる刊r

おこし事業が展開されてきた。u)池田町振興公社が

ハーブセンターを経営しているほか ″ ―ヽブを栽指

している農家も多い。しかし 一時のハーブブームが

一段落すると ハ ーブセンターの売上高は落ち込み

lAHめた。そうしたなか、町の会館 「金の鈴Jの 前で

毎週月 水  金 曜日に野菜の朝市を開催していた

農家のお母さんグループ全の鈴まごころ合に相談が

寄せられたのである。

会では、ハーブの販路を的キロメートルほど離れた

長野県白馬村のホテルに求めた。リーダーの袖山光代

さんは、シェフの組合である北アルプス料理人協会

(司厨上会)の 集まりに,h席して池出町のハーブを

紹介し、取引をしてくれるように頼み込んだ.

一方 ホ テル側はスキーブームが去り、長野新幹線

開通の効果を直接享受できない白馬に胡光客を呼ぶ

には、料理に特徴を出す必要があると考えていた。

地元食材のハーブは、その索材として打ってつけで

あり 互 いのニーズが谷致した。

とはいえ、 部 の農家からは ホ テルまでハーブ

を配達するとなると、コストや手間がかかって採算

が合わない ま た年間通じて形のよいハーブを供給

する自信がないといった、不安やためらいの声も上

がった。それでも ホ テル側から 「農家がその季節

に採れるおいしいハーブを納品してくれればよいJ

「地元農家から仕入れた地域の食材を使用した料理

を出せることはホテルの強みになるJと いった説得

があり お 互いに育て合ってやっていこうという結

論に達した。

今では、ハープのみならず、野来や米も納品し

ホテルの要望に応じた作物を我培するなど、その関

係はより深まっている。また 評 判がクチコミで広

がり 長 野県の安曇野市や松本市、東京都内のレス

トラン 料 理店からも声がかかるなど、農家側には

年間1,000万円近い売 とが生まれて
いる。

最近はホテル レ ストランの要望で 黒 トマ トや

原和に近い トマ ト、さらには呑りの強いバジル等

新たな品種の栽指にもチャレンジしており、金の鈴

まごころ会は 長 野県内のホテルやレス トランなど

にとって な くてはならない存在になっている。

ア宮農捨呈連携の促進に向けて～
1つの成功ltlにみられるように、農商工連携がう

まく機能すれば、農業者、商工業者の経営の向上に

資するのみならず 地域活ll化にも大きく寄与する。

とはいえ、そうした成功例はまだまだ少数にとど

まっているのが実1青である。そこで最後に、農商エ

連携をさらに促進し 成 功例を増やすためのポイン

トを挙げておきたい。

(1)出会いのきっかけをつくる

同じナし域内に住んでいても 農 業者と商工業者と

は互いに知らないことが多い。そこで 経 営者が身

近なつてを頼って農家に相談に行くなど ま すは‖1

会いのきっかけをつくるところから始める必要があ

|る。また 地 域活性化につながることから、行政や

地域の団体には、例えば商工会や商 1会議所が農家

を会貞にするなど 農 商工の‖1会いの場を提供する

といった取り組みが望まれる。

(2)農商工連携の視点をもつ

従来 農 家のサポー トはJAが
一手に旭ってきた。

しかし、JAの広域化とリス トラで そ の機能は縮

小してきている。そこで地域の商工業者が、その機
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能を補う役制を買って出れば、農商 11連触が進む余

地は大きい。

農商工連批という視点から あ らためてすじ城を見

回してみれば、身近なところにビジネスチャンスが

隠れていることもあるはずだ。連445のパターンは

多種多様であり、既成の商習慣や し がらみにとら

われず 新 たな枠7ttみのビジネスモデルの和J出に

挑んでみてほしい。

(3)地域の住民に活動を伝えて共感を得る

本論の曹Frlでも述べたように 農 商工連機の目指

すところの一つは地域活性化であり、jt城イモ民の協

力を得やすいのも農商工連携の大きな魅力である.

ただ、そのためには 例 えば、秋の収純祭などのイ

ベントをrlllはしたり、地元の学校に結合の食材を提

供したりと、活DJの成果を地域住民にll14露すること

が欠かせない。それによって地域住民のF‖解や協力

を得られるようになれば 連 携が成功する可能性は

一段と高まる。

(4)資金田逮先を多様化する

小規模をⅢ業者には 資金調達はillの 米である。

実際 筆 者もrl米時に資金を調達できたのはかつて

の国民金融公は|(現 日 本政策金融公‖F)だけであっ

た.農 家にとっての資金調達先としては、JAの存

在が大きい, 方 で 農 家の資金胡述先が多様化す

れば 農 商 r述拙が 挙 に進むきっかけになるので

はないかと考えられる。

宮城県迫‖rのI大妻は専業農家で、lltれiは米作

(5ヘ クタール)、原木しいたけの械Ⅲ̀ 加 に市,の製

造販売をrFtけ‖してぃる。もともと米作捜家であった

が、米価の ド稼 減 反政策の影響から 90年 ごろに

京木しいたけの社培を始めた.ハ ウス也般と原木購

入に投資したものの、菌床歳培と中1司協の席巻でし

いたけの対tllが従来の半分近くにまでド落し 多 額

の借入金を十rlったまま経営難に陥ってしまった。

そのなかで6年前から 自 家生産のもち米としいた

けを利用して「しいたけおこわ」をつくり、近くの道

の駅と世産物直売所に納品するようになった。また、

減農業技■や有機栽培などによってヽ価の高い米を

つくり、都市部に住む人向けに通販を始めるなど

いだけに順らない新たな販路の開lllに努めてきた。

そのlP殺あって経営状態は回復したが 再 び課題

に本つかったのである。I夫妻には、JAに倍入金が

ある。支ツい rよ年1回払いで、11月が期日である。

なぜこの時期かというと、度家が10月に米をJAに

‖ヽ市すれば、その代金で借入金が返済できるしくみ

になっているのである。
一方、迪販で精米を少畳ずつ販売したり、おこわ

にして販売したりするには 1 lt分の米を保有して

おかなければならない。しかしは人念の返済には、

まとまった資金が必要であることから や はり米を

JAに‖11,するほかないといったジレンマに陥った

のであるぃ

そこでt筆 者が日本政策金融公原に中し込むよう

にアドバイスしたところ、申し込み額どおり融資が

あった。I夫妻がつくった農睡物の高付加価値化

というアグリビジネスのモデルが高く評価された

ためであろう。金融機関に限らず、例えば地域の

商i「業脅が農家の事業に出資するしくみをつくる

など は 家の資金調達先を多様化させることも 農

商工巡枕をさらに促進させる有効な一手になりうる

と考えている。

「しいたけるこわ」の製造風景
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